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下出義雄氏の多彩な社会活動下出義雄氏の多彩な社会活動
愛知東邦大学地域創造研究所顧問　　

森　　靖雄

下出義雄氏ってどんな人？

戦前の東邦商業学校から始まった東邦学園は、
2023年に100周年を迎えます。創設者の下出民義氏

（1861－1952）は貴族院議員などもなさった方で、
東邦商業学校の「校主」とされています。初代校長
には、名古屋市長引退直後の大喜多寅之助氏（1866
－1961）が迎えられ、学校運営の構想や実質的運営
者は民義氏の長男・下出義雄理事長（1890－1958）
でした。

下出義雄氏は愛知一中から短期間慶応義塾で学ん
だあと、神戸高等商業学校（現神戸大学）、東京高
等商業学校（現一橋大学）専修科（現在の大学院相
当）と進み、当時最新学問であった経済学の研究者
を目指されました。しかし、名古屋で石炭商を経営
し、福沢桃介氏（諭吉氏の娘婿）とともに電力、鉄道
などの事業に関わっておられた父親（民義氏・前職
教員）に呼び戻され、名古屋紡績や木曽川電力の支
配人などに就任。同時期に経営不振であった名古屋
育英商業学校や金城商業学校の経営を再建した後、
1923（大正12）年に東邦商業学校を創設されまし
た。

その前後には、日本経済界代表団の一員として３
か月余ヨーロッパ各国の産業事情を視察し、さらに

一人で半年ほどイギリスなどの教育事情を視察。先
進地域の教育や産業の見聞を広めて、東邦商業学校
の運営にあたられたのでした。

苦労続きの商業学校経営

創立３年目から人気が出て生徒が増えましたが、
間もなく日本は中国大陸侵略、続いて太平洋戦争に
突入しました。教員は戦争に、生徒は工場に動員さ
れて、授業どころではなくなりました。東邦商業学
校の主要動員先は、現在のナゴヤドームや大幸住宅
一帯に工場群があった三菱重工業名古屋発動機製作
所大幸工場でしたが、空襲で生徒18人と教員２人が
爆死しました。

終戦前の1943（昭和18）年には政府が商業教育
は不要と言い、生徒募集を止められてしまいました。
東邦商業学校では、下出義雄社長の大同電気製鋼所

（現大同特殊鋼）が設立していた大同工業学校の分校
という形で存続させ、終戦後いち早く戻して商業教
育を復活させました。

下出義雄氏の諸事業

1919年に名古屋に戻った下出義雄氏は、数年後
には名古屋の主要な事業家の一人に数えられるよう
になり、30以上の会社に関わられました。経営不振
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に陥った鈴木バイオリンの立直しや、父親が初代社
長の大同電気製鋼所４代目社長として同社を飛躍的
に拡大させました。政治分野でも、大政翼賛会の役
員に推され、衆議院議員にも当選するなど活躍され
ました。

大戦前には、東京で出版もした「下出書店」を経
営したり、名古屋最初のボーイスカウト活動を始め
たり、貧しい生徒のアルバイトを兼ねて名古屋最初
の「購買組合」を組織して配達型の協同購買活動を
実践させたりしておられました。

それ以外にも、松坂屋の伊藤次郎左衛門祐民氏ら
と組んで名古屋唯一の洋画専門映画館「八重垣劇場」
や名古屋合唱団の創設、東邦商業学校の野球部や珠
算部、弁論部の全国大会連続上位入賞、「東邦商業学
校新聞」の発行など、幅広い活動を展開されていま
した。

「東邦保育園」の先駆的役割

下出義雄氏は終戦前後に体調を崩し、間もなく連
合国軍総司令部（GHQ）命令で公職追放されまし
た。この追放自体は私企業経営には無関係でしたが、
ご本人はその前後に多くの社長や役職を退かれまし
た。

進駐軍の指導で学制改革が始まると、東邦商業学
校は義雄氏の長男・下出貞雄氏（公選制による愛知
県教育委員に選出、初代副委員長）に任され、新学

制の東邦高等学校と東邦中学校が誕生しました。
当時東邦学園関係者の間では幼稚園から大学まで

通しで作る案があり、敗戦後の荒廃した世相の中
で働く女性と子どもの支援の必要性が考えられて、
1950年５月に東邦高校（現千種駅付近）内に名古
屋市公認の「東邦保育園」が開園しました（園長義
雄氏。運営は義雄氏の配偶者サダさん）。この保育園
は、従来「託児所」と呼ばれた中で、名古屋市内に
開設された「保育園」第１号だと言われます。保育
園は５年ほどで閉園されましたが、そこで働いてい
た保母さんたちが、1960－70年代に盛んになった
共同保育所づくりでも力になったようです

研究の現状

下出義雄氏に関しては、義雄氏が所蔵され東邦高
校に寄贈されていた戦前と戦中に関する約16,000
点の資料を愛知東邦大学地域創造研究所が整理し、
同大学図書館で公開しています。産業・文化・社会
にわたる同氏の幅広い活動については、学内外のメ
ンバー十数人で調査していますが、まだほんの序の
口です。新しい事実が整理できたらまたご報告しま
す。
（注、本レポートでは学校法人東邦学園編『東邦学

園九十年誌』を参考にしました。下出文庫収蔵資料
は、「愛知東邦大学」のホームページから検索できま
す）

下出義雄氏 ボランティアによる下出文庫の整理
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小説『二人の天馬　　　　　　　　　
　電力王桃介と女優貞奴』を出版

愛知東邦大学地域創造研究所顧問　　
安保　邦彦

下出民義は桃介の片腕として手腕を発揮

電力王と言われた福澤桃介（以下桃介）とわが国
で女優第１号の川上貞奴（同貞）の物語です。貞は、
生家が商売でうまくいかなくなったため７歳の時に
東京市日本橋の芸者置屋、浜田屋の養女になります。
養母の浜田可免（かめ）は浜田屋の家主で貞を稽古
事で鍛えます。旧姓岩崎桃助が、慶應義塾で在学中
に貞との運命的な出会いが待っています。貞がまだ
14歳、小奴と呼ばれていた少女時代に東京から千
葉の成田山新勝寺まで馬で遠乗りの帰りに野犬に襲
われ立ち往生します。そこへたまたま通りかかった
桃介が救い互いに淡い恋心が生まれます。しかし芸
者見習いと18歳の学生、しょせん叶わぬ初恋でし
た。その後桃介は、慶應義塾創立者福澤諭吉の次女
房と婚約、養子になります。福澤家に婿入りする替
わりに３年間の米国留学を約束され好き嫌いは別と
して夢であった異国での勉学の道を最優先して選び
ます。明治19年12月のことでした。それを聞いた
貞は、きっぱり桃介のことはあきらめますが。

桃介は帰国後、諭吉の紹介で札幌に本社がある北
海道炭礦鐡道（北炭）に就職し東京に転勤後に石炭
の販売を任されます。石炭売りで日夜を問わず働い
た桃助は、結核で倒れます。療養し治った桃介は、
32年に「丸三商会」を設立し独立を目指します。そ
れ以前に慶応の後輩の松永安左衛門を桃介の紹介で
日本銀行に就職させていました。この会社は当初、
うまくいきましたので桃介は、有頂天になり女遊び、
花札など、株の投資などに走りそれが養父諭吉の耳
に入りました。すぐに諭吉の差し金で会社の経営が
危機になり倒産の憂目にあいます。すでに松永を新

会社に引き抜いていましたから２人とも浪人です。
桃介は、北炭に再就職し松永は桃介からもらった

500円で九州に「福松商会」を作り北炭から仕入れ
た石炭の販売を始めます。その頃、後に東邦学園を
創立した下出民義は、明治22年に愛知石炭商会を設
立し北炭の石炭を名古屋や三重県の繊維会社などに
販売していました。その後、ある人の紹介で桃介と
民義は親しくなります。

桃介は、明治32年に会社を退社し療養中に覚え
た株取引きを思いつき明治40年に現在の金に換算
すると約30億円を儲けます。そうすると全国のあち
らこちらから投資の話が山のようにきました。彼は
電力、鉱山、繊維、北海道の農場などに投資します
が、株取引きは「虚業」だとし実業の世界を模索し
ます。桃助は、色々と考えた末に民義の薦めもあり
電力事業を生涯の生き甲斐だと結論付け43年６月
に名古屋電燈の筆頭株主になり常務になります。

当時、名古屋電燈には社長がいなかったため事実
上の最高責任者でした。しかし、多くの中傷や悪口
が多くなったため半年で辞任し木曽川筋の踏破に全
力を注ぎます。その結果、木曽川筋の水力発電こそ

桃介橋完成当初
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が、先に決めた生涯の生甲斐という考えに確信を持
ちます。大正３年12月名古屋電燈の社長に復帰した
彼は賤母発電所を第一号とし読書、桃山、落合、大
井発電所など７つの発電所建設にまい進します。

その間にわが国初の巨大な貯水池で発電するため
の大井ダムの建設では、資金不足になりアメリカで
2,500万ドルの起債を得るべく奮闘し危機を乗り越
えます。起債に失敗すれば名古屋電燈は、倒産必至
でその際はスイスに移住する覚悟を貞に語っていま
す。

さて一方の貞奴
で す が、 明 治24
年にオッペケペー
節で世間をうなら
せた壮士芝居役者
の川上音二郎と知
り合い27年に結
婚します。32年に
川上一座のアメリ
カ巡業で日本で初
めての女優第１号

「川上貞奴」が誕生
し好評を得ます。

英国を経て７月から11月まで開かれたパリ万博に
出演し絶賛を浴びます。34年１月に帰国しますが、
その後、２回渡欧します。しかし44年に音二郎が亡
くなりそれ以来、幼馴染の桃介との出会いで世間を
沸かせます。

長男義雄も名古屋財界で活躍

大正12年９月１日に起きた関東大震災は、名古
屋に居を構える下出民義にも重大な影響を与えまし
た。東京・永田町に住む次男隼吉（じゅんきち）宅、
長男義雄の経営する神田の下出書店が全焼しまし
た。下出書店は、大正４年に東京商業高等学校専攻
科（現一橋大学）を卒業した義雄が設立しました。
社会科学系の書籍を大正10年から11年にかけて34
冊出版しましたが、震災で全焼し休業となりました。

34冊の中には、新生会叢書第一編「ニウトンから
アインシュタインまで、ベンジャミン・ハーロー著、
岡邦雄訳」など12編が含まれています。簡単に売れ
る書物はなく損失続きでした。見舞いがてら上京し
た民義は、「もう、赤字続きの本屋なんぞ辞めるべき
だ」

と言って義雄を名古屋に戻しました。それまでに
義雄を木曽川電力支配人、大同電気製鋼取締役につ
けていましたが、同年４月には親子で東邦商業業学
校を名古屋市東区千種町に設立しており名古屋に根
付く根拠となりました。東邦商業（現東邦高等学校）
は、親子の考えにより生まれ
（我々は今まで色んな会社の経営に携わってきた

が、まじめに実直に働く人材の養成が急務であると
常々思っていた。だから学校の綱領として“真面目”
を選んだのもそのためである）

と２人は述懐しています。初代校長は元名古屋市
長大喜多寅之助、２代目は義雄です。義雄は、昭和

大井ダム

音二郎と貞奴
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の初めから10年にかけ名古屋株式取引所理事長や
大同電気製鋼所（後の大同特殊鋼）の４代目社長の
ほか久保田製作所（現新東工業）、鈴木バイオリン、
大日本セロファンなどの社長に就任しています。更
に終戦までに大同機械製作所（現大同マシナリー）、
名古屋造船（後にＩＨＩに吸収合併）を設立してい
ます。

義雄は、昭和14年１月、大同工業教育財団の理事
長に就任、４月から企業内学校の大同工業学校を発
足させています。13年４月から施行の国家総動員法
による企業内学校設立の勧めに影響されてできたも
のです。私的な心情から作った東邦学園とは肌合い
が異なりますが、ここから今日の大同大学、大同高
等学校が生まれています。

さて桃介、貞奴の２人ですが再会後に桃介は、木
曽川開発でどうしても貞奴の手を借りたいと懇願し
ます。一方で彼女は、音二郎亡き後の一座を守りな
がら女優として一本立ちしたいと譲りません。これ
をどう折り合いをつけるか、話合う中で恋の火花が
散るこの物語の最大のヤマ場です。最終章では、太
平洋戦争前の唯一と言っていい不屈の新聞人、桐生
悠々と桃介との機縁が明らかになります。悠々は信

濃毎日新聞（信毎）に在籍中の昭和８年８月10日に
陸軍の行った防空演習に関し「関東防空大演習を嗤
う」の記事を載せました。これが陸軍の逆鱗に触れ
信毎退社に追い込まれるのです。その悠々と桃介、
よもやと思われる両者の結びつきが初めて公けにな
ります。

岐阜県各務原市の鵜沼には、貞の建立した貞照寺
や別荘萬松園が、名古屋覚王山の日泰寺には桃介の
記念碑、大井ダムのある恵那峡には桃介と貞の各記
念碑がそれぞれ残されています。なお発売元は、東
京の共栄書房です。

桃介記念館
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続・私と将棋
東邦高校　第 11期卒　鈴木　正三

まず始めに、将棋は礼に始まり、礼に終わる礼儀
正しいゲームです。昨今「あいさつ」が疎かにされ
ています。お願いします、負けましたと頭を下げる、
相手に対する礼儀、非常に大切だと思います。

平成26年度より、国の伝統文化事業の一環とし
て、将棋が認められ「文化芸術振興費補助金（伝統
文化親子教室事業）の交付を受けることが出来るよ
うになりました。私も日本将棋連盟安城支部の支部
長として「安城こ
ども将棋教室」を
立ち上げ子供たち
が将棋に興味を持
ち、勉強し対局し
ています。

将棋は、20級から始まり19、18と上達につれて
数字が小さくなって１級までいきます。

それぞれ認定証を発行します。
それを超えると初段、弐段、参段という形で、ア

マチュアでは最高七段までです。
プロは今、最高九段でそれ以上は、タイトルとな

ります。タイトルは、みなさんご存知の名人、竜王、
王将、王位、棋聖、棋王、王座が七大タイトルです。
唯一七大タイトルを同時に保持できたのは、1995年

度に現・羽生善治名人のみ、その他、皆さんご存知
の毎週日曜日午前10時から放送されているＮＨＫ
杯戦等があります。

又、女流棋戦では、名人、王将、倉敷藤花、女子
オープン、王座戦等があります。

さて将棋は、老若男女とはず、誰でも参加できる
頭脳のゲームです。人間の脳は125歳いや150歳と
も言われています、脳の寿命がつきて初めて天命を
全うしたと言えます。したがって頭脳を楽しい将棋
を指して働かそうではありませんか�

話は変わりますが先日、東邦高校の先生に将棋ク
ラブの立ち上げをお願いしましたところ、囲碁、将
棋の会員は３名とのことで、その内１名の高校生が
将棋を指しても良いとのことでした、ボランティア
で指導に行こうと思っていたのですが、１名ではい
かんともしかたがないので諦めました、残念、非常
に残念である。

東邦高校にも団体戦が出来ることを願っている。
そういった将棋を広めたい思いもあり、安城支部

長の仕事とし第３回安城七夕ふれあい将棋大会に
ついてふれてみたいと思います。2015年８月８日

（土）安城七夕祭りの期間中（８月７日（金）から９
日（日））にプロ棋士松浦隆一七段、中尾敏之五段、
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室谷由紀女流初段をお迎えして参加者　136名（内
小学生66名）北海道からも参加して頂きました。大
会は「お願いしま
す」「ありがとうご
ざいました」など
挨拶に始まり「負
けました」と頭を
下げて終わり、礼
儀正しい大会であった。今後も安城七夕の時期に合
わせて開催したいと思います。

さて、小生愛知県の将棋の代表として、第28回全
国健康福祉祭やまぐち大会「ねんりんピックおいで
ませ !! 山口2015に平成27年10月17日（土）～20
日（火）まで参加して来ました。この大会は厚生労
働省、山口県、一般財団法人長寿社会開発センター
主催で行われました。

生涯現役、健康長寿、新たな絆、“元気と笑顔 ”を
テーマとして各競技、マラソン、テニス、卓球、ソ
フトボール、グランドゴルフ、サッカー、水泳、ダ
ンス、ボウリング、ラグビー、アーチェリー、囲碁、
将棋、マージャン等　24競技　スポーツ交流大会、

文化交流大会に分
かれて実施されま
した。

大会参加者は全
国60歳以上の47
都道府県と20政

令都市の選手団　約１万８千人参加しました。

将棋大会は会場を山口県柳井市で開催しました。
特別ゲストとしてプロ棋士福崎文吾九段、畠山鎮七
段、今泉健司四段、北村桂香初段、参加者は65チー
ム195名で18日（日）団体戦を実施、当愛知県代表
チームは予選敗退、19日（月）に個人戦10ブロッ
クに分かれて行われた。小生はここで勝ち進み、見
事優勝、金メダルを頂いた。

嬉しかった。全国代表の方々と対局出来たことは
楽しかった。又２年後、愛知県代表に挑戦しようと
思います。

追記
2015年11月20日（金）　東邦高校11期生の同期

会が開催され、その中で、わが恩師　久野先生が心
臓が悪く、ペースメーカーを取り付ける為に、本日
入院（中村日赤病院）されたとの事、同期会の会食
中も気になってしょうがなかった。いろいろと同期
メンバーと話しているうちに、段々病気の状態が分
かったが、じっとはしておれず、クラスメートで病
院に押し掛けていった、元気な姿を見てほっとしま
した。この会報が手元に届く頃には元気な姿でいる
ことでしょう。
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人生の学び舎　東邦高校
増田　裕二

私は東邦高校44回生です。現在は愛知県議会議員
を務めさせていただいています。

学生生活の中で、一番記憶に残っているのが東邦
高校在学中のことでした。元々スポーツが好きで、
当時からスポーツが盛んであった東邦高校を選び入
学しました。中学の時はスポーツに関しては常に上
位で、小さいころからスイミングスクールや、野球
教室で毎日スポーツと触れ合う中で、自然と上を目
指すようになり、大会で功績も納めてきました。し
かし、東邦高校に入りスポーツのレベルの高さに次
第に自信を失っていき、大好きだったスポーツもや
めてしまいました。

そんな人生の転機を迎えた高校生活のなかで、一
人の先生との出会いがその後の人生に大きな影響を
与えてくれました。スポーツに自信をなくしたばか
りかこの時は挫折感と失望感で無気力になり、勉強
にも力が入らない日々が続いていました。そんな時
に優しく声をかけてくれ、一歩引いたところからい
つも気にかけてくれた先生がいました。叱るばかり
ではなく出来たところを褒めてくれ、褒めて伸ばす
教育を実践してくれたことを覚えています。それは、
私が父親になってからも自分たちの子どもに実践し
ていることでもあります。歴史の中でも、「鳴かぬ
なら、鳴かせてみようホトトギス」が美学である中
で、「鳴かぬなら、鳴くまで待とうホトトギス」を実
践し、忍耐強く向き合って教育をしてくれました。
一言に教育といっても、子どもに強いる「強育」で
あったり、友だちと競い合わせる「競育」になって
いたり、子どもを脅かすだけの「脅育」になってし
まっている昨今に於いて、「共育」を実践していただ
いたと思います。共育は先生と生徒が、一緒に学び
共に育つことです。言葉にするのは簡単ですが、実
践するには生徒と真剣に向き合う情熱が必要だと今
となって気付くことができました。

私が東邦高校在学中に学んだことを、少しでも社

会で実践し広めていくために２度落選という挫折を
経験しましたが、３度目の挑戦でたくさんの方に投
票いただき初当選させていただくことができまし
た。今も引き継いでやっていることは、地域の皆さ
んと一緒になって、共に地域の子どもを育てていく

「共育」です。共育による人づくりが、地域で活躍す
る人材の育成につながると確信しています。地域コ
ミュニティが希薄化する中で、地域同士のつながり
や、地域で子どもや高齢者が孤立しないような共助
の仕組みを、持続可能な形として作り上げていきた
いと思っています。

私たちの高校時代と大きく変わったことは、選挙
権が18歳に引き下げられ高校在学中に投票権を得
る学生も出てくるということです。私たちに必要な
ことは、決してメディアの力に流されることなく候
補者の考え方や自分の経験で学んだことを元に、未
来を託せる候補者に投票していただけるような情報
の開示であり情報の発信だと思います。

私が初めて選挙に行ったのは34歳の時です。今、
本当に後悔しています。選挙権は、私たちに与えら
れた権利であり行使することで初めて効力を発しま
す。是非とも、多くの方に選挙に興味を持っていた
だき、投票に行っていただきたいと思います。なぜ
なら、高校という人間形成に重要な時期に選挙権を
得ることは、非常に大切なことであるからです。今、
被選挙権改正が訴えられている中でもしかしたら近
い将来、生徒会長のように学生を代表するような議
員が誕生するかも知れません。学校は、ＳＮＳなどと
は違い先生と生徒が向かい合う「共育」をおこなっ
ていくことは、今も変わっていないと思います。こ
れからの時代を担う子どもの「共育」に力を入れて
いくことが、地域で活躍する人材育成につながり、
地域力の向上につながると確信しています。スポー
ツで選んだ学校との出会い、そしてそんな学校で人
生を左右するような教師との出会いで、私の人生は
大きく動かされました。私が教えていただいたこと
を、少しでも多くの皆様方にお伝えできれば幸いで
す。

人との出会いがその後の人生を大きく左右する。
それが私の「人生の学び舎」東邦高校で先生との出
会いです。
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コーヒーの普及を使命とした、塩澤敏明氏
前フレンズ・TOHO事務局長　長谷川　明

１杯のコーヒーがもたらす至福感、コーヒー好
きにはたまらない。尾張地方は喫茶店舗数が多く、

「モーニング」の豪華さが驚きをもって話題となるこ
とも少なくない。

名古屋の喫茶習慣は、「（徳川）宗春まで遡ること
ができる」と故塩澤敏明氏（“前”富士コーヒー株
式会社代表取締役社長）はいう。彼は「フレンズ・
TOHO」創設呼びかけ人の一人であり、その後も理
事として「会」の発展に惜しみない支援をした。

本会の会報「みどりの風」（27号）にインタビュー
記事「魅力たっぷり !　香りが運んだ文化を伝承！」
が掲載されている。

その日、彼は学園での会議に参加し、その後も多
忙な中、時間を割いてくれた。「フレンズ・TOHO」
事務局がインタビューをし、記事とした。コーヒー
について語り始めると、とどまることを知らない。
「１日に100杯くらいのコーヒーテイスティング。

多いときには１日、500杯ものテイスティング」（同
上）により、身体に染みついた知識、豊かな体験と
研修によって裏付けられた正確な知見は、聞く者を
全く飽きさせない。紙面の都合さえつけば、話しの
すべてを掲載したかった。

その彼が、2016年の11月２日に突如他界し、師
走12日に「お別れの会」と、慌ただしく逝った。こ
の訃報は、まさに青天の霹靂。
「お別れの会」で、彼に別れを告げた日、もう一

度「みどりの風」（本会のホームページから PDF 版
「みどりの風」が読める）を読み直した。彼の表情と
口調が昨

き の う
日のことのようによみがえった。

「日本人のコーヒーの知識は間違ったものも多い。
例えば日本で最高級品とされている“ブルーマウン
テン”、これは日本人のブランド志向が作り上げた。
正直言って品質としては価格ほどの価値はない」。

「コーヒーはブラックで飲むのがお奨め」と、コー
ヒーについて語る眼に、情熱とこよない愛情を感じ
た。
「フレンズ・TOHO」が「コーヒー講座」を企画し

た。第１回目は、2012年10月１日。この日はコー
ヒーの日。富士コーヒーの内藤工場長を伴い、「コー
ヒーを美味しく楽しむ」講座となった。この実技と
合わせた講座は、2013年と2015年にも開催された。
そして４回目の講座を、昨年（2016）11月12日に
予定したが当然実現しない。それほどの急逝であっ
た。
“コーヒー学”の蘊

うんちく
蓄を披露し、参加者に美味しい

コーヒーの入れ方やたしなみ方を伝授し、一人でも
多くのコーヒーファンを増やそうとした。コーヒー
に賭ける情熱は尽きることがなかった。「進駐軍」が
持ち込んだコーヒー文化。歴史は浅くともしっかり
日本に根付いた。この貢献に尽くした塩澤敏明氏の
遺志は、彼の子息や後輩の胸に生き続けるだろう。
惜しい人を亡くした。合掌。
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企　画　実　施　報　告

爽やかな秋晴れとなった10月15日に、「麦草峠」
と「白駒池」に紅葉散策へ出かけました。
「麦草峠（むぎくさとうげ）」は、長野県茅野市と

佐久穂町の間にある峠で、北八ヶ岳の丸山と茶臼山
の間に位置しています。標高は2,120m。また、標
高2,000m 以上にある高山湖では国内最大といわれ
る白駒池をはじめ、神秘の森、林床にびっしりと広
がるコケなど見どころがいっぱいです。特に白駒池
の周辺は日本蘚苔類学会から「日本の貴重なコケの
森」に選定されており、自然を楽しむことができま
した。

愛知東邦大学に於いて、12月８日・15日の２週
連続の講座を開催いたしました。
〔12／８：26名、12／15：22名参加〕
講師には増田孝教授（人間学部人間健康学科）を

お迎えし、演題「古文書を読み楽しむ」としてお話
しいただいた。

その１「茶人大名　小堀遠州の手紙」、その２「本
阿弥光悦の手紙」と題し、２回共に実物の掛け軸を
用意され貴重なものを見せていただきました。

17時からの開催にもかかわらず、たくさんの方
に受講いただきました。11月におこなわれた講座

（ATUCC 講座）の受講生の方や教員の方など、会
員以外のご参加が多くありました。

講座は手紙の漢字とその読み方から、その時代背
景まで丁寧にお話しいただきました。受講生の皆さ
んはメモを取りながら熱心に聞き入っておられ、増
田先生のお話は「解りやすくて面白い」と、皆さん
に喜んでいただきました。
※ご感想を一部ご紹介させていただきます。
・字のくずし方、歴史的背景などわかり易くお話し
いただき古文書の本で学習するよりも興味深く受
けとめられた。

※その他にもたくさんご感想お寄せいただきまし
た。ご参加いただきました皆様ありがとうござ
いました。

秋の「麦草峠」「白駒池」散策へ

連続講座を開催

白駒池にて

12／ 15　熱心な受講生の皆さん
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誰にでも読みやすいUDフォントを使用しています

P-B10023

　愛知東邦大学では、2016 年４月から、文部
科学大臣認定の「中小企業のための若手社員活
性化プログラム」を開講しています。このプロ
グラムは、文部科学省が社会人の学び直しを支
援するために、全国の大学から申請されたプロ
グラムの中から、社会人や企業等のニーズに応
じた実践的・専門的なプログラムを文部科学大
臣が「職業実践力育成プログラム」として認定
したものです。
　2016 年度は９名の方が受講され、その内の
５名はフレンズ TOHO 会員企業である（株）
シンコーワ、（株）プランナーズランド、（株）
ＩＥＣ、（株）イープロの若手社員の方々です。
受講した方からは、以下のような声がありまし
た。また、お互いの会社の課題や悩み、今後の
目標などを受講生同士で話し合ううちに、相互
の親睦も深まり、大学祭では模擬店を出店され
ました。

文部科学大臣認定 /職業実践力育成プログラム

「中小企業のための
若手社員活性化プログラム」
をフレンズTOHO会員企業４社より、５名の方が受講されました！

　2017 年度に開講するプログラムは、外国人
講師が担当する「ビジネスシーンで使う英語の
基礎と考え方を学ぶ」（全６回）を追加し、さ
らにバージョンアップします。お申込みは、同
封の「2017 年度募集要項」をご覧ください。
また、本学公式 Web ページにも掲載しており
ます。お問い合わせ等は愛知東邦大学教務課ま
でご連絡ください。

※上記は文部科学省が認定した「職業実践力育成プログラム」であることを示すロゴマークです

【受講生の声】
「会社での体験や経験が授業内容と重なる
臨場感があります」
「他業種の受講生の方々との意見交換や、
企業勤務経験のある先生方の実体験をベー
スにして授業が進むため、参考になること
ばかりでした」
「仕事と授業の両立はハードな日々でした
が、大きな気づきと受講されている皆さん
とのすばらしい出会いがありました」


